
名護市辺野古沖の埋め立て申請に抗議し、普天間基地の即時閉鎖・

撤去を求める意見書 

 
安部政権は、３月２２日、米軍普天間飛行場の名護市辺野古沖への移設

に向け、新基地建設の公有水面埋め立て承認申請書を県に提出した。 

私たち沖縄県民は、振興策と基地のリンク論や幾多の懐柔策に抗い、あ

と戻りしない、確固たる県民総意を作り上げてきた。 

そして、１月２８日、「オスプレイ配備撤回、普天間基地の閉鎖・撤去、

県内移設断念」を政府に求めて、県内４１市町村のすべての首長と議会議

長、県議会議長などが署名した「建白書」を安部首相ら主要閣僚へ手交し

た。 

今回の政府の埋め立て申請は、沖縄の民意を無視する許しがたい暴挙で

あり、県民より米国の意思を最優先するもので、断じて容認できるもので

はない。 

沖縄県民がどんなに反対しても、「県内移設」を進めるという日米政府の

強引なやり方は、民主主義を踏みにじるもので、言語道断である。 

よって、本町議会は、県内移設に固執し、民意を無視して、埋め立て申

請などの作業を推し進める政府に厳しく抗議し、下記事項について実現す

るよう強く要請する。 

 

                記 
 
１ 県内４１市町村の全首長、全議会議長らが署名し、沖縄の総意として

安部総理に提出した「建白書」に真摯に応えること。 
２ 普天間基地の「県内移設」を断念し、即時閉鎖・撤去すること。 
３ オスプレイ配備を撤回すること。 
４ 米軍基地の整理縮小を積極的に促進すること。 

 
  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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